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技術研究本部の歴史を綴る

一
年
の
締
め
く
く
り
の
月
に
相

応
し
く
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十

六
日
月
曜
日
、
陸
上
装
備
研
究
所

で
は
、
若
宮
防
衛
大
臣
政
務
官
の

ご
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
内
部
部
局
か
ら
は
、
外

園
大
臣
官
房
技
術
監
、
陸
上
幕
僚

監
部
か
ら
は
、
川
瀨
装
備
部
副
部

長
が
随
行
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
中
央
試
験
室
玄
関

前
に
お
い
て
出
迎
え
、
二
階
所
長

応
接
室
に
移
動
後
、
本
部
長
か
ら

の
幹
部
紹
介
、
陸
上
装
備
研
究
所

長
に
よ
る
概
況
説
明
、
陸
上
開
発

官
付
第
三
開
発
室
長
に
よ
る
機
動

戦
闘
車
概
要
と
続
き
、
陸
上
装
備

研
究
所
シ
ス
テ
ム
研
究
部
長
に
よ

る
機
動
戦
闘
車
技
術
試
験
概
要
説

明
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

概
況
説
明
等
が
終
了
す
る
と
、

屋
外
に
移
動
さ
れ
、
中
央
試
験
室

前
に
展
示
さ
れ
た
機
動
戦
闘
車
前

で
記
念
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
担
当
者
か
ら
機
動
戦
闘
車

実
車
で
の
概
要
説
明
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

更
に
、
そ
の
機
動
戦
闘
車
の
車

長
席
に
乗
り
込
み
、
旋
回
定
盤
で

の
旋
回
及
び
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行
、

走
行
定
盤
で
の
加
速
性
等
を
体
感

し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
車
両

試
験
室
前
に
到
着
さ
れ
る
と
、
機

動
戦
闘
車
か
ら
降
車
さ
れ
、
同
試

験
室
内
に
展
示
さ
れ
た
別
の
機
動

戦
闘
車
に
よ
り
、
車
体
の
細
部
構

造
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
を
見
な

が
ら
担
当
者
よ
り
説
明
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
集
者
に
対
し
て
労

い
の
お
言
葉
を
掛
け
、
次
の
目
的

地
で
あ
る
三
菱
重
工
業
（
相
模
原
）

に
向
け
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

(１)

若宮防衛大臣政務官



場長等会議
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去
る
三
月
六
日
、
本
部
大
会
議

室
に
お
い
て
平
成
二
十
五
年
度
技

術
顧
問
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
本
部
長
が
技
術

研
究
開
発
に
関
す
る
共
通
的
な
技

術
事
項
に
つ
い
て
技
術
顧
問
の
意

見
を
求
め
る
た
め
、
年
二
回
開
催

さ
れ
、
構
成
員
で
あ
る
技
術
顧
問

及
び
本
部
会
議
構
成
メ
ン
バ
ー
が

一
堂
に
会
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

会
議
は
、
渡
辺
本
部
長
の
開
会

の
挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
、
技
本
幹

部
紹
介
に
続
き
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
は
、「
平
成
二
十
六
年
度
技

術
研
究
本
部
予
算
（
案
）」
の
う
ち

鎌
形
総
務
部
長
か
ら
「
組
織
・
定

員
、
予
算
」、
山
口
事
業
監
理
部
長

か
ら「
研
究
開
発
主
要
事
業
等
」
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

川
崎
技
術
企
画
部
長
よ
り
「
国
家

安
全
保
障
戦
略
、
防
衛
計
画
の
大

綱
及
び
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」、

「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
技
術
へ
の
取

り
組
み
」
及
び
「
防
衛
生
産
・
技
術

基
盤
戦
略
」
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
た
。
引
き
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
す
る
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。

休
憩
を
挟
み
、
各
技
術
開
発
官

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。
技
術
開

発
官（
陸
上
担
当
）
付
第
五
開
発
室

長
よ
り「
新
除
染
セ
ッ
ト
」、
技
術

開
発
官（
船
舶
担
当
）
付
第
三
開
発

室
長
よ
り「
潜
水
艦
用
新
魚
雷
」、

技
術
開
発
官（
航
空
機
担
当
）
付
第

三
開
発
室
長
よ
り
「
将
来
戦
闘
機

機
体
構
想
の
研
究
」、
技
術
開
発
官

（
誘
導
武
器
担
当
）
付
中
Ｓ
Ａ
Ｍ

（
改
）
開
発
室
長
よ
り「
03
式
中
距

離
地
対
空
誘
導
弾
（
改
）」
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

報
告
に
対
し
質
疑
応
答
が
あ
り
、

関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
た
。

最
後
に
筒
井
副
本
部
長
の
閉
会

の
挨
拶
を
も
っ
て
会
議
は
終
了
し

た
。今

回
の
会
議
に
お
い
て
も
、
各

技
術
顧
問
よ
り
経
験
等
を
踏
ま
え

た
貴
重
か
つ
有
益
な
ご
意
見
を
戴

き
、
今
後
の
技
術
研
究
本
部
の
あ

り
方
及
び
研
究
開
発
を
推
進
す
る

う
え
で
非
常
に
有
意
義
な
も
の
と

な
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

（
金
）
に
市
ヶ
谷
庁
舎
Ｄ
棟
九
階

の
技
術
研
究
本
部
大
会
議
室
に
お

い
て
平
成
二
十
五
年
度
場
長
等
会

議
が
実
施
さ
れ
た
。

本
会
議
は
、
遠
方
に
所
在
す
る

試
験
場
、
支
所
の
み
な
ら
ず
、
技
本

の
管
理
部
門
、
開
発
部
門
及
び
研

究
部
門
を
含
め
た
全
機
関
が
定
期

的
に
一
堂
に
会
す
る
唯
一
の
場
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
会
議
は
、
本
部
長
を
始
め
七

十
三
名
が
一
堂
に
会
し
実
施
さ
れ

た
。会

議
は
、
本
部
長
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
総
務
部
総
務
課
長
、
総

務
部
会
計
課
長
及
び
事
業
監
理
部

管
理
課
長
か
ら
平
成
二
十
六
年
度

予
算
（
案
）
組
織
・
定
員
、
経
費
及

び
主
要
事
業
の
概
要
等
に
つ
い

て
、
事
業
監
理
部
計
画
官
か
ら
平

成
二
十
六
年
度
中
期
計
画
（
平
成

二
十
七
年
度
見
直
し
）
に
つ
い
て

の
説
明
及
び
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
各
試
験
場
長
及
び
支
所

長
か
ら
、
試
験
場
等
の
特
性（
地
域

特
性
を
含
む
）
を
考
慮
し
た
施
策
、

事
業
に
つ
い
て
の
説
明
及
び
質
疑

が
行
わ
れ
た
。

各
試
験
場
等
か
ら
の
現
状
の
報

告
に
際
し
て
は
、
各
技
術
開
発
官
、

研
究
所
等
の
担
当
者
も
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
現
場
の
生
の
状
況
を
再

確
認
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら

れ
、
会
議
を
通
じ
て
、
各
試
験
場
等

の
現
状
、
将
来
へ
の
課
題
等
に
つ

い
て
、
技
本
全
体
と
し
て
の
意
思

疎
通
及
び
情
報
共
有
を
一
層
促
進

し
て
会
議
を
終
了
し
た
。

ま
た
、
会
議
終
了
後
、
本
部
長
以

下
会
議
出
席
者
に
よ
る
懇
親
会
も

開
催
さ
れ
、
更
な
る
親
交
が
深
め

ら
れ
た
と
と
も
に
忌
憚
の
な
い
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

平成25年度
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技
術
開
発
官（
船
舶
担
当
）
藏
迫

海
将
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
二

十
八
日（
金
）、
技
術
研
究
本
部
大

会
議
室
に
お
い
て
平
成
二
十
五
年

度
艦
艇
設
計
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

同
開
発
官
で
は
、
昭
和
五
十
七

年
か
ら
毎
年
一
回
、
設
計
部
門
が

将
来
艦
艇
等
の
設
計
に
資
す
る
技

術
的
検
討
成
果
を
中
心
に
発
表
を

実
施
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
渡
辺
技
術
研
究
本
部

長
臨
席
の
も
と
、
内
局
の
外
園
技

術
監
、
海
幕
の
舩
木
技
術
部
長
、
装

備
施
設
本
部
の
市
川
副
本
部
長

（
艦
船
車
両
担
当
）
を
は
じ
め
、
内

局
、
海
幕
等
の
関
係
機
関
及
び
海

上
自
衛
隊
の
各
部
隊
等
か
ら
約
百

六
十
人
を
上
回
る
参
加
者
を
得
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
め
ら
れ
、
技
術
サ
イ
ド

の
み
な
ら
ず
運
用
サ
イ
ド
か
ら
も

活
発
な
意
見
が
飛
び
交
っ
て
お
り

ま
し
た
。
船
開
と
し
て
は
、
今
後
と

も
次
世
代
艦
艇
等
に
つ
い
て
、
関

係
す
る
海
幕
、
海
上
自
衛
隊
各
部

隊
等
と
の
密
接
な
情
報
共
有
を
図

り
、
積
極
的
な
提
言
を
実
施
し
て

い
く
所
存
で
す
。

今
年
度
の
発
表
件
名
及
び
発
表

者
は
次
の
と
お
り
。

①
次
世
代
護
衛
艦
の
部
内
設
計
研

究
に
つ
い
て

設
計
調
整
専
門
官

田
川

裕
昭

②
次
世
代
潜
水
艦
の
部
内
設
計
研

究
に
つ
い
て

第
三
設
計
室

大
迫

義
久

③
次
世
代
掃
海
艇
の
部
内
設
計
研

究
に
つ
い
て

設
計
調
整
専
門
官

内
山

将
太

④
潜
水
艦
の
耐
圧
殻
構
造
様
式
に

関
す
る
研
究
に
つ
い
て

第
二
設
計
室

貴
田

昭
臣

⑤
統
合
電
気
推
進
の
技
術
課
題
に

つ
い
て

第
五
設
計
室

秋
庭

秀
康

⑥
掃
海
艇
の
推
進
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
消
磁
方
式
の
研
究
に
つ
い
て

第
七
設
計
室

荒
尾

友
香

平成25年度
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平
成
二
十
六
年
二
月
十
九
日

（
水
）、
航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
に

お
い
て
、
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
次

官
級
会
合
に
参
加
さ
れ
た
ブ
ル
ネ

イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
の
次
官
等
約

三
十
名
が
、
技
術
研
究
本
部
が
研

究
・
開
発
し
た
装
備
品
等
を
視
察

し
た
。

本
展
示
は
、「
非
伝
統
的
安
全
保

障
分
野
で
の
装
備
・
技
術
協
力
の

可
能
性
」
を
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て

我
が
国
の
優
れ
た
技
術
の
紹
介
を

行
う
も
の
。

展
示
内
容
は
、
爆
発
物
処
理
ロ

ボ
ッ
ト
、
先
進
個
人
装
備
シ
ス
テ

ム
、
壁
透
過
人
物
探
知
装
置
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
無
線
機
及
び
手
投
げ
式

偵
察
ロ
ボ
ッ
ト
の
試
作
品
等
の

他
、
二
波
長
赤
外
線
セ
ン
サ
、
走
破

性
・
放
射
線
防
護
性
向
上
型
小
型

Ｕ
Ｇ
Ｖ
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
脅
威
評
価
シ

ス
テ
ム
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
対
処
遠
隔
操

縦
作
業
車
両
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｅ
Ｄ

対
処
シ
ス
テ
ム
の
パ
ネ
ル
及
び
動

画
に
よ
る
説
明
を
行
っ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
参
加
者
か

ら
は
、
展
示
品
や
展
示
パ
ネ
ル
に

つ
い
て
活
発
な
質
問
や
意
見
が
聞

か
れ
た
ほ
か
、
実
際
に
展
示
品
を

手
に
と
り
操
作
す
る
等
、
大
変
興

味
を
も
た
れ
た
よ
う
で
、
約
一
時

間
の
視
察
を
終
了
し
た
。

技
術
研
究
本
部
は
平
成
二
十
六

年
三
月
一
日
、
内
部
部
局
及
び
各

研
究
所
等
に
お
い
て
二
五
技
本
研

究
開
発
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

開
始
し
た
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成

二
十
年
度
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
た

前
シ
ス
テ
ム
を
換
装
し
、
今
後
五

年
間
の
運
用
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
各
個
人
に
端
末
が
貸
与
さ
れ

た
も
の
と
し
て
は
、
三
世
代
目
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
本
シ
ス
テ
ム

は
、
主
要
端
末
の
Ｏ
Ｓ
に
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
７
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

三
十
二
ビ
ッ
ト
を
搭
載
し
、
身
分

証
明
書
に
よ
っ
て
ロ
グ
イ
ン
を
行

う
。
科
学
技
術
計
算
サ
ー
バ
及
び

Ｍ
＆
Ｓ
の
サ
ー
バ
群
を
更
新
し
、

計
算
能
力
が
向
上
し
た
と
と
も

に
、
仮
想
化
Ｏ
Ｓ
の
導
入
に
よ
り
、

運
用
及
び
管
理
の
効
率
化
を
実
現

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
規
模
震
災
時

に
業
務
継
続
能
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
免
震
装
置
及
び
遠
隔
地
レ

プ
リ
カ
ン
ト
サ
ー
バ
の
導
入
を
行

っ
た
。
さ
ら
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
の
統
合
化
に
よ
り
、
能
力

の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

設
置
工
事
は
、
平
成
二
十
五
年

十
二
月
に
市
ヶ
谷
地
区
の
サ
ー
バ

構
築
か
ら
始
ま
り
、
各
地
区
の
Ｌ

Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
作
業
、
サ

ー
バ
構
築
及
び
端
末
換
装
を
行

い
、
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一

日
の
航
空
装
備
研
究
所
新
島
支
所

の
換
装
で
全
地
区
の
換
装
が
完
了

し
た
。
端
末
換
装
の
際
、
一
部
の
地

区
で
広
範
囲
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
障

害
が
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞

わ
れ
た
が
、
原
因
を
究
明
し
、
解
決

に
至
り
、
平
成
二
十
六
年
二
月
二

十
八
日
に
引
渡
し
が
完
了
し
た
。

最
後
に
、
本
シ
ス
テ
ム
の
運
用

開
始
に
あ
た
り
、
各
地
区
業
務
担

当
者
等
関
係
各
所
よ
り
多
大
な
協

力
を
頂
い
た
こ
と
に
対
し
、
深
謝

申
し
上
げ
る
。（
写
真
は
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
監
視
状
況
）


